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2026 年 4 月 1日発行 
名寄市立大学図書館運営委員会 
名寄市立大学図書館 
〒096-8641 
名寄市西 4条北 8丁目 1番地 

図書館だより  
2026 第 1 号  名寄市立大学図書館  

巻 頭 言 - 大学図書館長 着任挨拶に代えて - 

ベストリーダー 2025 年度 学科ベストリーダーの表彰を行いました 

 

名寄市図書納入組合様より、2025年12月に商品券 

(3,000円×4名分)を当館に寄付いただきました。いただ

いた商品券は、卒業生学科ベストリーダー(4年間に最も 

多くの図書を借りた人）各学科1名、計4名に贈呈しま 

したのでご報告いたします。 

名寄市立大学図書館は、在学中は勿論、本学卒業後も資

料閲覧・貸出、文献複写依頼、レファレンス等各種図書館

サービスのご利用が可能です。皆さんの学びの支えや、知

識・教養を深める手助けとなれるようお待ちしております

ので、是非ご活用ください。 

図書館では学修のための参考資料以外にも、皆さんの知

見を広げてくれる本を多数所蔵しています。是非在学中に

たくさんの本に出会いに来てくださいね。 

栄 養 学 科 

水口 綾乃 さん 244 冊 
 

看 護 学 科

篠木  結 さん 280 冊 
 

社会福祉学科

高橋 佳奈 さん 553 冊 
 

社会保育学科

井出 えりか さん 208 冊 

ベストリーダー受賞  おめでとうございます！ 

図書館を活用して、学びのエキスパートになろう！ 

新入生の皆さん、名寄市立大学へようこそいらっしゃい

ました！これから名寄の地で４年間を過ごされる皆さん

の学びが豊かなものになりますよう、図書館職員一同も微

力ながらサポートして参りますので、どうぞよろしくお願

いいたします。 

大学図書館は、高校までの学校図書館や公共図書館とは

異なるものになります。当館の主たる利用者である本学学

生・教職員の学修・研究に必要な資料や情報を提供する、

学術基盤を支える教育機関です。と書くと、堅苦しく近寄

りがたい印象を受けるかもしれませんが、皆さんの利用目

的に応じて、静謐な自習空間からグループで活発に意見を

交わせるスペースまで広く兼ね備えた『勉強だけでなく気

軽に友人との会話や本を楽しむこともできる知的空間』で

もありますので、どうぞ気軽に利用してくださいね。 

(夏は涼しく、冬は暖かいです♪) 

図書館利用案内(本学在学生) 

開館時間 

月－土 9:00～21:00  
(日曜日・国民の祝日・年末年始休館) 
その他学内行事等により、短縮開館・臨時休館となる場

合があります。 

入 退 館 

学生証を入退館ゲートにかざしてください。 
学生証を忘れた時は、2 階入館ゲートのチャイムを押

してください。図書館職員が手動でゲートを開けます。 

貸出･返却 

窓口 

貸出:自動貸出機または図書館カウンター 
返却:図書館カウンターまたは返却 BOX 
学生証を忘れた時は、資料の貸出はできません。 

貸出冊数・ 

貸出期間 

図書・雑誌:10 冊以内(図書 2週間、雑誌１週間) 
Reader:２冊以内(2 週間) 
視聴覚資料:3 点以内(1 週間) 

指定図書、参考図書、一部視聴覚資料、新聞、雑誌の最

新号、館長が指定した特定の資料の貸出はできません。 

 

今回掲載した内容は利用案内のうち、 

基本的なもののみになります。詳細は当

館ホームページ(HP)内「利用案内」の 

ページをご覧ください。 

図書館HPは、館内検索PCの他にも、

個人のPCやスマートフォン・タブレッ

ト等の web ブラウザからアクセス可能

です。 

名寄市立大学の図書館は2017年4月に開館しました。1階にラーニング・コモンズ、2階､3階と上がるにつれて静穏な環境が整えられた設計になっていて、来館者の学

習ニーズを満たせる空間になっています。図書の年間貸出数は比較的多く、学生数の少なさや過疎地域にあるという状況にもかかわらず、実は開学以来ずっと、他大学にひ

けを取らない貸出数を誇ってきました。皆さん、これからも大いに図書館を利用して下さい。是非、意図的に足を運んで書籍を手に取って下さることを願っています。 

その理由は、感性や表現力を養うためには読書が最適だと考えるためです。スマートフォンやタブレットで画像を共有できる時代になった功罪として、お互いに画像を覗

けば何となく状況を理解することはできます。しかし、画像を共有しないで自分が認識した状況を伝えようとすると…用語や表現に困って正しい伝達ができなくなっていま

せんか? 私の専門領域である臨床では、看護学生や新卒看護師が自らの語彙の乏しさをまさに痛感しているようです。「ここが」や「あそこが」と部位を指さすことしかでき

ず、専門用語も含めて的確な説明ができない状況に、先輩医療従事者達も少々困惑しています。 

スマートフォンやタブレットがなかった時代には、記述で状況を克明に綴ることに工夫が凝らされてきました。文章のみでも、観察対象となっている相手が放つ色彩や息

遣い、匂い、瑞々しさが伝わるような表現力を磨いて、読み手の想像が容易になるような技法を無意識ながらも皆が身に着けていたのではないかと推測します。それらの技

法を駆使した傑作が小説などの書籍ですので、今の時代に読書を通じて語彙や言葉の選び方、表現力を学ぶことはまさに温故知新ではないかと考えています。 

もう1つ、読書を勧める理由は、自分の成長を確かめる機会にもなると考えているためです。例えば私の場合、幼少時に感動した書籍を改めて読み直すと、当時とは全く

異なる、むしろ真逆の感慨が湧いてくることの方が多く、我ながら驚きます。恐らく、自分と周囲との関係性やそれぞれの想いにも360度の視野で気づけるようになった人

生の軌跡が、一刀両断で是非を語ることの難しさや、もののあはれを実感させるためではないかと思っています。 

知の拠点の一角である図書館が、これまで以上に利用されることを心から期待しています。 

名寄市立大学図書館 

館長  長谷部  佳子 


